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輸送動向について（２０２６年度上半期） 

 

１． 輸送概況 

国内景気は緩やかな回復が続き、個人消費や設備投資は持ち直した一方、中東情勢によ

る資源価格上昇や物価高騰が下押し圧力となった。なお、当社においては、食料工業品や

農産品・青果物等の減送が続き、本年の輸送実績は前年を下回った。 

コンテナは、引き続きエコ関連物資が、中央新幹線建設工事に伴う発生土の減少により

前年を下回ったほか、食料工業品は、清涼飲料水及びビール類が、夏場の気温が前年より

低く推移したことに伴う販売不振により減送となった。農産品・青果物は、前年に備蓄米

の出貨があった影響により前年を下回った。コンテナ全体では前年比 91.9％となった。 

車扱は、石油が、台風等の天候不順に伴う外出機会の減少によりガソリンが減送となり、

車扱全体では前年比 99.4％となった。 

コンテナ・車扱の合計では、前年比 94.0％となった。 

 

２． 輸送実績 

（単位：千ﾄﾝ、％）

種別

扱別 本年実績 前年実績 前年比

コンテナ 8,679 9,439 91.9%

車    扱 3,626 3,647 99.4%

合　  計 12,305 13,086 94.0%

上半期計

 

 

３． 品目別輸送実績表 

（単位：千ﾄﾝ、％）

扱  別 品     目 本年実績 前年実績 増減 前年比

農 産 品 ・ 青 果 物 548 661 -113 82.9%
化 学 工 業 品 754 764 -10 98.6%
化 学 薬 品 520 528 -8 98.5%
食 料 工 業 品 1,444 1,580 -135 91.4%
紙 ・ パ ル プ 992 1,008 -15 98.5%

コンテナ 他 工 業 品 589 609 -19 96.7%
積 合 せ 貨 物 1,590 1,587 2 100.1%
自 動 車 部 品 403 395 7 102.0%
家 電 ・ 情 報 機 器 172 177 -5 97.2%
エ コ 関 連 物 資 185 492 -306 37.7%
そ の 他 1,477 1,634 -156  90.4%
コ ン テ ナ 計 8,679 9,439 -760 91.9%
石 油 2,463 2,520 -57 97.7%
セ メ ン ト ・ 石 灰石 678 633 44 107.1%

車　　　扱 車 両 347 360 -12 96.5%
そ の 他 136 132 4 103.2%
車 扱 計 3,626 3,647 -20 99.4%

12,305 13,086 -780 94.0%

（車扱の品目別輸送量は社線発送トン数も含む数値、本年は速報値、前年は確報値）

合　　　　　　　計

 


